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平成２０年第１回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録
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午前１０時００分 開会

─────────────────

◎日程第１ 開 会

出席議員は定足数○議長（堤 喜一郎君）

に達しておりますので、会議は成立しまし

た。

これより、去る２月４日告示招集されまし

た平成２０年三沢市議会第１回定例会を開会

します。

それでは、直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に差し上げておりま

す議事日程第１号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第２ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会議録○議長（堤 喜一郎君）

署名議員の指名を行います。

会議録署名議員に、６番野坂篤司議員、１

８番小比類巻種松議員の両氏を指名します。

─────────────────

◎日程第３ 会期の決定

日程第３ 会期の○議長（堤 喜一郎君）

決定を行います。

お諮りします。

今定例会の会期は、会期日程表案のとお

り、本日から２月２１日までの１０日間とし

たいと思います。これに御異議ありません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）

ます。

よって、会期は、本日から２月２１日まで

の１０日間と決定しました。

─────────────────

◎日程第４ 諸報告

日程第４ 諸報告○議長（堤 喜一郎君）

は、印刷してお手元に配付したとおりです。

御了承願います。

─────────────────

◎日程第 ５ 議案第 ４号から

日程第３６ 議案第３５号まで

日程第５ 議案第○議長（堤 喜一郎君）

４号から日程第３６ 議案第３５号までの全

議案を一括上程します。

─────────────────

◎日程第３７ 提案理由の説明

日程第３７ 提案○議長（堤 喜一郎君）

理由の説明を願います。

市長。

おはようございま○市長（種市一正君）

す。

本日ここに、平成２０年三沢市議会第１回

定例会が開催され、平成２０年度当初予算を

はじめとする各議案の御審議をお願いするに

当たり、私の市政運営に関する基本姿勢とそ

の所信を明らかにし、議員各位の御理解と御

協力をお願い申し上げるとともに、提出いた

しました議案の概要を御説明申し上げ、御審

議の参考にしていただきたいと存じます。

さて、平成２０年の我が国の経済は、企業

部門の好調さが持続し、これが家計部門へと

波及して、国内民間需要に支えられた景気回

復が続くとの観測がある一方で、地方を取り

巻く環境は依然として厳しい状況にあり、都

市間における格差は一向に改善の兆しが見え

ない現状にあります。

また、折からの原油価格の高騰は、国民生

活のあらゆる面において影響を及ぼし、一連

の物価上昇をはじめ、とりわけ当市のような

寒冷地での灯油価格の上昇は、市民に大きな

打撃を与えております。

こうした中、戦後の国土復興の指針であっ

た国土総合開発法が改正され、これにより、

開発が地域発展の主題として取り組んでき

た、三沢市の第３次にわたる総合開発計画

も、議員各位並びに市民の皆様方の御理解、

御協力によりまして、ここに最終年度を終え

る運びとなりました。これもひとえに市民の

皆様の代表であります議員各位の御尽力のた

まものと、衷心よりお礼申し上げる次第であ

ります。

御承知のとおり、この間、社会状況も大き

くさま変わりをし、少子高齢化の進展や全国

的に見込まれる人口減少傾向など、当市を取

り巻く状況は大きく転換しようとしておりま
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すが、本年は、三沢市もまた、市制施行５０

周年の大きな節目の年を迎えようとしており

ます。

これまで市政発展のために多大なる御尽力

をいただいた歴代市長をはじめ、議員各位、

そして市民の皆様に対し、改めて深甚なる感

謝を申し上げますとともに、円熟した中にも

しっかりと将来を見詰め直す格好の時期に

至っていると考えております。

このような情勢のもとで、平成２０年度を

初年度とする三沢市総合振興計画の策定に当

たっては、基本理念及びまちづくりの基本方

針を地域協働の目標と位置づけ、適切な役割

分担のもと、町内会、ＮＰＯ、ボランティア

団体、企業、そして組合など、新しい公共を

担う多様な主体の参加と協働による地域づく

りを目指した基本構想を取りまとめ、今定例

会に上程いたしたところであります。

この基本構想は、三沢市の今後１０年間の

進むべき方向を明らかにするものであり、市

民一人一人の尊重と住民自治を基調に、それ

ぞれが持つ豊かで多様な知識、経験を生かし

たまちづくりを推進することで、温もりのあ

る地域社会と多様な文化を築き、市民が主体

となった「みんなで創る」にぎわいのある三

沢市、また、豊かな自然に恵まれた郷土の風

景を大切にし、心豊かで国際性に富んだ人を

育てるまち、愛着と誇りを持って次代に引き

継いでいける、まさに持続可能なまちを目指

して、基本理念を「人とまち みんなで創る

国際文化都市」として、その実現に向かっ

て、「市民と共に歩む、市民本位のまちづく

り」に全力を挙げて取り組んでまいりたいと

思いますので、議員各位並びに市民の皆様方

には、何とぞ特段の御理解と御協力を賜りま

すよう、よろしくお願いを申し上げます。

それでは、議案第４号平成２０年度三沢市

一般会計予算について、その概要を御説明申

し上げます。

国は、「経済財政改革の基本方針２００

７」の中で、最も重要な課題は行財政システ

ムの構築化を図ることであるとし、経済成長

を維持しつつ、国民の負担の最小化を第一の

目標に、歳出改革に取り組むこととしており

ます。

当市におきましても、これまで実施してき

た行政改革路線の継続や公共サービスの役割

分担の見直しなど、行政が担うべき分野につ

いて検討を行い、事務事業の選択と集中を図

りながら、市民との協働によるまちづくりを

より一層推進し、将来世代への持続可能な財

政構造の確立を目指すとともに、重要施策を

集中的に監理・推進するなど、機能の強化を

図ってまいりたいと考えております。

したがいまして、平成２０年度の予算編成

に当たっては、健全財政を維持するために、

平成２０年度から５年間の目標値を定め、三

沢市財政改革プランに基づき、これまで全庁

を挙げて取り組んできた収支均衡策や行政評

価の検討結果等を反映させるとともに、新た

に作成される三沢市総合振興計画の基本理念

であります「人とまち みんなで創る 国際

文化都市」建設のために、「健康で助け合う

まちづくり」、「環境と共生し安心できるま

ちづくり」、「豊かな心と体を育むまちづく

り」、「働き暮らせるまちづくり」、「生活

に便利なまちづくり」、「健全で開かれたま

ちづくり」の六つの都市像の実現を目指し、

市政発展上重要な施策及び事業を推進するこ

とを基本方針としたところであります。

また、補助事業については、国、県に対す

る概算要求額を計上したほか、単独事業につ

いても、市民生活や景気対策を考慮しなが

ら、活力のある産業の育成などを推進するた

めに、必要な投資的経費の確保及び住民福祉

の向上に最大限の努力をいたしました。

その結果、平成２０年度三沢市一般会計当

初予算は、歳入歳出ともに１８５億４,２０

０万円となり、前年度当初予算と比較いたし

ますと８,８００万円、０.５％減の重点配分

型予算となったところであります。

それでは、平成２０年度における主要施策

に対する予算措置の主なものについて御説明

申し上げます。
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第１に、「健康で助け合うまちづくり」に

ついてであります。

核家族化が進み、少子高齢化が急速に進行

する中、高齢者が生き生きと社会参加できる

まち、地域社会で支え合い、安心して子供を

生み育てることができる、このような身近な

施策が求められているところであります。妊

婦委託健康診査の回数を年２回から５回にふ

やすほか、若い父母が安心して就業できるよ

う、朝夕、そして延長保育などのニーズにこ

たえ、また、児童の安全で健全な養育を確保

するために、小学校に近接した児童館の指定

管理料など、児童保育事業や各種扶助費など

に所要の予算を措置したところであります。

また、病気の予防対策を推進し、より質の

高い医療サービスを提供するため、地域医療

と福祉施設が連携した包括的健康管理を推進

するとともに、新規事業として、市内の小中

学校に心臓機能の一時的な緊急事態に備え

て、ＡＥＤ自動体外式除細動器を設置するた

め、所要の予算を措置したところでありま

す。

第２に、「環境と共生し安心できるまちづ

くりについて」であります。

地球温暖化など環境の問題は、世界的に大

きな関心事になっておりますが、今年度策定

いたしました三沢市環境基本計画をもとに、

市民の快適な生活環境を守るとともに、国際

的にも貴重なラムサール条約登録地でありま

す仏沼や、小川原湖をはじめとする当市の美

しい自然環境を守り育て、未来にこれを引き

継いでいくために、自然保護費を引き続き措

置いたしました。

また、基地に起因する騒音などの諸障害の

解消と市民の生活安定を確保する観点から、

五川目地区社会福祉センター及び消防屯所の

再築など、集団移転先地公共施設整備事業に

引き続き所要の予算を措置したほか、市民の

命と財産、そして安全を確保するという観点

から、新規事業として、化学消防ポンプ自動

車整備事業に所要の予算を措置したところで

あります。

第３に、「豊かな心と体を育むまちづく

り」についてであります。

米国ワシントン州ウェナッチ市及び東ウェ

ナッチ市との、いわゆる姉妹都市交流であり

ます。これまで当市が積極的に取り組んでき

た国際交流は、多くの市民の皆様方の御参加

のもとに進められてまいりましたが、今後と

も市民の皆様の国際性の涵養と諸外国の多様

な文化への理解がますます深まるよう、これ

を継続するために、国際交流及び国際化事業

に所要の予算を措置いたしました。

また、小中学校教育においては、個人の能

力を最大限に発揮する環境を整えるととも

に、英語教育等を通じまして、豊かな人間性

をはぐくみ、多様なコミュニケーションがで

きる人材の育成等に所要の予算措置をしたほ

か、市民の皆様や児童・生徒がすぐれた芸術

文化に触れる文化活動事業やスポーツの振興

等に、引き続き予算を措置したところであり

ます。

第４に、「働き暮らせるまちづくり」につ

いてであります。

厳しい地方経済にあって、市民生活の充実

を図るためには、第１次産業の振興、新たな

産業の創出への支援や異業種交流による地場

産業の競争力の強化、そして、積極的な企業

誘致活動の推進により、働く場の確保に努め

ていく必要があります。

まず、農業では、水田の保全と地域循環型

農業の振興を図るために、生産者団体との連

携によりまして、休耕田を活用し、飼料米を

試験的に作付することにより、耕畜連携の推

進に取り組んでまいります。

また、自然環境に優しいエネルギーとして

注目されるバイオエタノールの原料となる作

物についても、その可能性を求めてまいりた

いと考えております。

さらに、食の安全・安心が消費者から一段

と強く求められる中、当市の特産物の消費拡

大や地産地消、食育推進の観点から、学校給

食センターの機能をあわせ持った農産物加工

施設設置事業に引き続き所要の予算を措置す
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るとともに、長ゴボウ冷蔵貯蔵施設について

も、年度内の完成を目指して取り組んでまい

ります。

次に、水産業については、生産基盤強化の

ために、三沢漁港の修築や関連施設の整備な

ど、広域漁港整備事業に所要の予算措置をし

たほか、魚価の安定と所得向上を図るため、

製氷施設の機能強化事業に引き続き取り組ん

でまいります。

また、商工業では、市制施行５０周年を祝

うイベントなどの取り組みを支援するため、

商工会振興事業費補助金を増額するととも

に、企業誘致促進のため、細谷工業団地整備

事業に所要の予算を措置いたしました。

さらに、観光については、三沢駅構内東西

に観光案内板を設置するほか、観光資源の開

発、あるいは宣伝活動などの取り組み強化に

向けまして、市観光協会補助金に所要の予算

を措置いたしたところであります。

第５に、「生活に便利なまちづくり」につ

いてであります。

市民の皆様一人一人の生活習慣に合った交

通手段を利用しやすい環境に整えること、そ

して、快適で安全な歩道、車道及び公共交通

のほか、上下水道の整備を図るなど、便利で

住みよい都市基盤の整備を図るため、それぞ

れ所要の予算を措置いたしたところでありま

す。

また、現在の都市計画道路については、地

域社会情勢の変化及び交通需要に合わせた全

体計画の見直しを行うとともに、効率かつ経

済効果が図られるよう、優先度の高い事業を

中心に、その所要の予算を措置いたしまし

た。

また、着実に定住化の促進を図るため、南

ニュータウンの整備を進めるなど、魅力ある

住宅地の確保にも努めてまいりたいと考えて

おります。

第６に、「健全で開かれたまちづくり」に

ついてであります。

市政に対するニーズの多様化が進み、これ

までの画一的な政策では、効率的で効果的な

行政サービスの展開が非常に困難な時代と

なっております。

地方の実情に応じ、地方が自己責任、自己

決定による行政サービスを推進していく地方

分権型社会の構築が求められる中、市民との

協働による三沢市にふさわしいまちづくりを

目指すため、市連合町内会活動費補助金や花

と緑のまちづくり活動事業推進委員会活動費

補助金などに、引き続き所要の予算を措置す

るとともに、本年９月１日に予定される市制

施行５０周年記念式典のほか、記念事業を実

施するために、所要の予算を措置いたしてお

ります。

次に、歳入の主なものについて御説明申し

上げます。

まず、市税については、個人市民税が若干

の伸びを見せているものの、全体としては大

幅な伸びが見込めないことから、前年度に比

較し０.２％の増となりました。

地方譲与税については、過去の実績等を勘

案し、前年度に比較し０.６％の減、また、

国有提供施設等所在市町村助成交付金につい

ては、前年度の交付実績により、前年度比

４.９％の増、地方交付税については、前年

度と同額といたしました。

国庫支出金については、市道東岡三沢・松

原線整備事業補助金の減額及び市道大町・

ゲート前東線歩道整備事業の終了等によりま

して、前年度比３.９％の減となり、県支出

金については、後期高齢者医療にかかわる保

険基盤安定負担金の増額等によりまして、前

年と比較して２.６％の増となりました。

繰入金については、公共施設等整備基金繰

入金の減額等によりまして、前年度に比べま

して４７.５％の減といたしました。

また、市債についても、民生安定道路整備

事業債の減額等によりまして、前年度比９.

４％の減となったところであります。

以上が、平成２０年度三沢市一般会計予算

の概要であります。

次に、議案第５号から議案第１４号まで

は、各特別会計等の予算であります。内容等
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につきましては、御審議の際に詳細に御説明

申し上げます。

次に、議案第１５号は、平成１９年度三沢

市一般会計補正予算についてでありますが、

製氷施設機能強化事業の前倒しによる予算措

置及び市道東岡三沢・松原線整備事業等の事

業費の確定並びに緊要な一般行政経費の補正

であります。

この結果、補正総額は、歳入歳出ともに

６,２１０万円の減額補正で、既定額との累

計では１９０億８,８７９万円となりまし

て、前年度最終予算額との比較では９億９,

５５５万７,０００円、これは５.０％の減と

なったところであります。

次に、議案第１６号から議案第２１号まで

は、平成１９年度各特別会計等の補正予算で

あります。内容については、御審議の際に詳

細に御説明申し上げます。

次に、議案第２２号から議案第３２号まで

は、行政運営上必要な条例の制定及び条例の

一部を改正する条例等の制定についてであり

ます。

次に、議案第３３号は、地方自治法第２条

第４項の規定による三沢市総合振興計画の基

本構想についてであります。

議案第３４号は、財産の取得についてであ

ります。

議案第３５号は、市道の路線の認定につい

てであります。

以上、平成２０年度における市政運営に対

する所信の一端を申し上げるとともに、提案

いたしました議案の主なるものについて、そ

の概要を御説明申し上げましたが、議案の進

行に伴い、本職及び関係部長等から詳細に説

明申し上げますので、よろしくお願いを申し

上げます。

何とぞよろしくお願い申し上げまして、あ

いさつにかえます。大変御清聴ありがとうご

ざいます。

お諮りします。○議長（堤 喜一郎君）

ただいま一括上程しました全議案に対する

当局の議案説明は、会議規則第３７条第２項

の規定により省略したいと思います。これに

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）

ます。

よって、議案の説明は省略します。

─────────────────

◎日程第３９ 総括質疑

日程第３９ 一括○議長（堤 喜一郎君）

上程しました全議案に対して、総括質疑を行

います。

なお、発言の通告がありますので、発言を

許します。

１６番山本弥一議員。

ただいま議長のお○１６番（山本弥一君）

許しをいただきましたので、議案第４号平成

２０年度三沢市一般会計予算について、総括

質疑をさせていただきます。

本市の今年度一般会計当初予算額は、平成

１９年度当初予算額に比較して０.５％減の

１８５億４,２００万円となっています。

地方公共団体における住民福祉の増進や行

政水準の向上は、予算の編成に始まり、その

執行という財政活動を通じて実施されていま

す。

予算を編成する場合に、最も肝要なこと

は、限りある財源を重点的かつ効率的に配分

し、加えて、節度ある財政運営を図るよう努

めることにあります。特に、長期的展望に

立って施策を決定し、所要経費を可能な限り

適正に算定して計上しなければなりません。

しかし、予算の現状は、多種多様な施策

に、あれもこれも総花的に満遍なく対応し

て、前年度予算をあたかも既得権化してはい

ないのか。予算の執行に関し、総花的、既得

権化の問題解決のために、まず、ゼロベース

的視点からの予算編成に努め、過去の実績や

義務的経費をも含めて、すべての事務事業を

白紙の状態で、財源付与と行政効果を検討

し、最も効率的な方策を採用すべきでありま

す。

また、財政運営の当事者能力を高めるに
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は、本来、地方公共団体における財政活動

は、国から与えられた財源の中で何をなし得

るかを決めるのではなく、住民みずからの負

担との兼ね合いの中で何をなすべきかを検討

し、財政自主権を図っていく必要がありま

す。

言わんとすることは、予算の役割は、究極

的には住民の福祉を向上させ、行政水準を高

めることにあります。

本市の財政構造は、人件費をはじめ、地方

債費等の重圧で著しく財政が悪化してきてい

ます。特に、地方債残高が２００億円を超

え、当初予算額を超える額になっておりま

す。

総務省によると、財政の弾力性を示す公債

費負担比率は、各自治体において連続して上

昇していて、財政の硬直化が進んでいると言

います。しかも、既に財政運営の警戒ライン

とされている公債費比率１５％を超す自治体

は、全体の半数に達しているとも言います。

一方、硬直化どころか、地方公債費比率２

０％の危険ラインを超えている自治体は、全

体の約２０％以上を占め、倒産寸前に追い込

まれる一方で、このほかに後年度に支出が義

務づけられている債務負担行為額も地方債同

様に累増し、これまで長年にわたって積み立

ててきた貴重な財政調整基金などを取り崩し

て収支を合わせているのが実情であります。

こうした地方公共団体の実態に対し、国で

は、地方公共団体の財政の健全化に関する法

律を新たに制定し、一般会計等の実質赤字の

比率やすべての会計の実質赤字の比率をはじ

め、公債費及び経費の比率を示す実質公債費

比率や、地方債残高や一般会計等が将来負担

する将来負担比率の財政指標が示され、平成

１９年度決算から適用されます。

本市の実質公債費比率は既に２０.３と高

率で、財政の運営の危険ラインを超えていま

す。平成２０年度一般会計予算が執行された

場合、新たに国が定めたそれぞれの指標に抵

触するおそれがないのか、答弁を求めるもの

であります。

以上で、私の総括質疑を終わります。

答弁願います。○議長（堤 喜一郎君）

市長。

ただいまの議員さん○市長（種市一正君）

の質問の、地方公共団体財政健全化法による

四つの指標が国の基準に抵触していないのか

についてお答えをしたいと思います。

前にも答弁したような気がしております

が、御承知のように、地方の自律による早期

の財政健全化を促すために、昨年６月に地方

公共団体の財政の健全化に関する法律が制定

されまして、その中で、早期健全化のための

判断基準として四つの指標が設けられたわけ

であります。１２月には、政令により、早期

健全化基準等が定められたところでありま

す。

早期健全化基準は、財政規模に応じまして

定められておるわけでありますが、それぞれ

実質赤字比率がマイナスの１３.３５％、連

結実績赤字比率が、同じくマイナスの１８.

３５％、実質公債比率が２５％、将来負担比

率が３５０％とされたところであります。

制度の内容といたしましては、この四つの

指標のうち、いずれかが早期健全化基準以上

となった場合、議会の議決を経た財政健全化

計画の策定や外部監査が義務づけられるもの

でありますが、当市の平成２０年度予算案を

もとに、四つの指標について試算をいたしま

すと、実質赤字比率が０.０％、ゼロ％であ

ります。連結実質赤字比率はプラス１５.９

％、実質公債費比率は１９.７％、将来負担

比率は２３８.９％となり、それぞれ早期健

全化基準を超えない見込みとなっておりま

す。

厳しい財政環境が続く中でありますが、こ

れらの基準は絶対超えてはならない基準と考

え、健全財政を維持するため、平成２０年度

から５年間の目標値を定めた、いわゆる先ほ

ど申し上げましたが、三沢市財政改革プラン

に基づきまして、歳入の確保及び歳出の効率

化によりまして、真に行政として対応しなけ

ればならない、いわゆる行政課題等に重点的
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に対応した、簡素で効率的な行政を実現し、

市民生活の向上、福祉の充実及び地域経済の

発展に努めてまいりたいと考えております。

以上であります。

１６番。○議長（堤 喜一郎君）

ただいま、市長の○１６番（山本弥一君）

答弁で、新しく国で設けた指標には抵触しな

いということではありますが、私は、これで

は納得できませんので、再度質疑を続けさせ

ていただきます。

平成２０年度予算が執行されても、国の指

標には抵触しないということではあります

が、我が国の財政逼迫から三位一体改革等に

より、地方公共団体の一般財源が伸び悩み、

補助金一律カットなどで、本市の財政は年々

悪化していることは明らかであります。いわ

ば財政の私は曲がり角、つまり、角番に立た

されていると言ってよいでしょう。

本市の公債費比率が２０.３％と高率であ

り、この地方債の償還は、過去の借金として

繰り延べできない義務的経費であります。

よって、後年度に公債費比率が上昇して、財

政構造を一層悪化させる心配があります。

一方、今、本市は市立三沢病院の移転新築

計画をはじめ、中心商店街活性化事業や下水

道整備事業など、社会資本の充実のために地

方債に依存せざるを得ない現況にあり、公債

費は、ここ数年、急上昇してきていて、本市

において財政構造の改善に最大の努力を傾注

しなければならないと思っております。

国の定めた新たな指標に抵触してからで

は、財政健全化計画の取り組みを強いられて

まいります。その前に、第三者の学識経験者

も入れた財政健全化に向けた専門委員会を設

置し、本市の自主財源健全化計画を樹立すべ

きであります。その取り組みについて、市長

からいま一度答弁をいただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。

答弁願います。○議長（堤 喜一郎君）

市長

お答えをいたしま○市長（種市一正君）

す。

御指摘といいますか、今のお話は、大変財

政が厳しいわけでありますので、そのことに

ついては、そのとおりだと私も受けとめてお

ります。

そんな中での、やっぱり財政の問題、先ほ

ど申し上げましたけれども、いわゆる５年間

のそういう財政プランを立てまして、毎年度

ごとに検討は加えるものの、一連のそういう

方向づけをしながらやっていくというような

ことでおります。

議員さんの御指摘の、今後どうなるのかと

いうようなことも含めて、２４年までのそう

いう方向づけを一応しております。そうした

中でも、多少は上がり下がりはありますけれ

ども、その心配はありますけれども、そのこ

とに十分、重要度といいますか、緊急度とい

いますか、それらのことを十分踏まえて、今

後、やっていきたいと思っておりますし、そ

のことについて、特に私は、政策推進部とい

いますか、そこに、いつも把握できるよう

な、そういう人を配置しまして、全体を網羅

した中での事業の進展ぐあい、さらには、財

政がどうなっているのかというようなことも

含めて、強化してまいりたいと思っておりま

す。

よろしくお願いします。

以上で、総括質疑○議長（堤 喜一郎君）

を終結します。

─────────────────

◎日程第４０ 特別委員会の設置

及び議案の付託

日程第４０ 特別○議長（堤 喜一郎君）

委員会の設置及び議案の付託を行います。

お諮りします。

ただいま一括上程しました議案の審議に当

たりましては、９名をもって構成する予算審

査特別委員会、９名をもって構成する条例・

補正予算等審査特別委員会をそれぞれ設置

し、これに付託の上、慎重に行いたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）
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ます。

よって、予算審査特別委員会、定数９名、

条例・補正予算等審査特別委員会、定数９名

の２特別委員会を設置し、これに付託するこ

とに決しました。

それでは、議案の付託を行います。

予算審査特別委員会には議案第４号から議

案第１４号までの１１件を、条例・補正予算

等審査特別委員会には議案第１５号から議案

第３５号までの２１件をそれぞれ付託しま

す。

─────────────────

◎日程第４１ 特別委員会委員の選任

日程第４１ 特別○議長（堤 喜一郎君）

委員会委員の選任を行います。

お諮りします。

ただいま設置されました２特別委員会の委

員の選任については、委員会条例第８条第１

項の規定により、お手元に配付しております

特別委員会委員及び付託議案一覧表のとおり

指名したいと思います。これに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）

ます。

よって、特別委員会の委員は、一覧表のと

おり選任することに決しました。

なお、特別委員会委員の方々は、本日散会

後、委員長、副委員長をそれぞれ互選して、

議長まで御報告願います。

また、ただいま設置されました各特別委員

会の組織会は、予算審査特別委員会は大会議

室、条例・補正予算等審査特別委員会は第２

会議室においてそれぞれ願います。

─────────────────

◎日程第４２ 請願第１号

日程第４２ 請願○議長（堤 喜一郎君）

第１号を議題とします。

お諮りします。

この請願は、請願文書表のとおり、民生常

任委員会に付託したいと思います。これに御

異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）

ます。

よって、請願第１号三沢市立病院建築の凍

結に関する請願は、民生常任委員会に付託す

ることに決しました。

─────────────────

以上で、本日の日○議長（堤 喜一郎君）

程は終了しました。

なお、明日は、議案熟考のため本会議は休

会となります。

次回本会議は１４日で、市政に対する一般

質問を行います。

本日は、これをもって散会します。

午前１０時５０分 散会


